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る工程が細かく分割され、各工程がそれに適した国や
企業に割り当てられる分業型ものづくりの時代が到来
した。
この新たな局面で「産業ヘゲモニー」を握ったのは
アメリカ企業であった。アメリカ企業は主に、基幹部
品や中核ソフトウェアのベンダー（インテル、マイク
ロソフト）、商品企画に強みをもつブランド企業（アッ
プル）、強力なプラットフォーム型サービスの供給者
（グーグル、アマゾン）として、産業の最上流ないし
最下流から産業全体に及ぶ強い影響力を確立した。
一方、モジュラー型製品・部品の量産や設計を一手
に引き受けることになったのが、東アジアの新興工業
国である。なかでも韓国、台湾、中国は、完成品のみ
ならず、液晶パネルや半導体といった基幹部品におい
ても急速に台頭し、ハードウェアの作り手としての揺
るぎない地位を確立した。
このような変化は、アジアの産業・企業研究の分析
テーマにも変化を引き起こした。第1に、軽工業から
重化学工業、ハイテク産業へと至る発展段階を想定し、
一国の産業発展をこれに沿った階梯上昇として捉える
産業観が、大きく揺らぐこととなった。むしろ、それ
ぞれの国や企業にとっての発展の課題は、グローバル
な産業内分業のどこにどのように参入し、いかにして
より付加価値の高いポジションへとシフトするか、と
いう点に移った。第2に、「自動車産業の時代」には、
直接投資による技術・生産システムの企業内国際移転
が途上国の技術発展の重要な経路として注目されたが、
モジュラー型の産業では、この経路が多様化し、分析
対象も広がった。具体的には、製造設備や部品の取引
を通じた技術の国際普及やエンジニアの国際移動を通
じた知識の拡散といった、独立した企業間での技術や
知識の移動の分析が新たなテーマに加わった。
●複雑化する産業マップ、単純化する分析視角
モジュラー化の時代の到来と、産業ヘゲモニーの移
動は、産業・企業研究のアプローチにも変化を引き起
こした。
この時期、複雑化する世界の産業マップを理解する
うえで有効な分析ツールとして注目されるようになっ
たのが、製品アーキテクチャ論である。デジタル・エ
レクトロニクス製品の分野では、アメリカや台湾、中
国が際立った強みを発揮する一方、乗用車や高機能型
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